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１．人口ビジョンとは

人口ビジョン

 各地方公共団体における人口の現状を分析し、人口に関する地域住民の認識を共有し、今後目指すべき将来の方向と人口の
将来展望を提示するものです。

 人口ビジョンは、地方版総合戦略において、効果的な施策を企画立案する上で重要な基礎と位置付けられるものです。

 本市においては、第3次伊勢崎市総合計画の重点プロジェクトを地方版総合戦略とすることとしており、重点プロジェクトは人口ビ
ジョンで掲げる方向性に則した内容になります。

１．現状分析 ２．人口の将来展望

ア．人口動向分析
（総人口や自然動態・社会動態等各種指標

による分析）

イ．将来人口の推計と分析

ウ．人口の変化が地域の将来に与える

影響の分析・考察

ア．将来展望に必要な調査・分析
（住民意識（結婚・子育て・定住等）の把握）

イ．目指すべき将来の方向

ウ．人口の将来展望

〇人口ビジョン

地方版

総合戦略

（重点プロジェクト）

人口ビジョンの役割と地方版総合戦略との関係
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第１章 序論

１ 人口ビジョンの位置づけ

２ 人口ビジョンの対象期間

第２章 人口ビジョンの現状分析

１ 人口の推移

２ 人口動態分析

３ 出生に関する分析

４ 雇用や就労等に関する分析

第３章 将来人口の推計

１ 将来人口推計

２ 人口の変化が地域の将来に与える影響の分析

第４章 人口の将来展望

１ 市民意識

２ 目指すべき将来の方向

３ 人口の将来展望

第１章 序論

１ 人口ビジョンの位置づけ

２ 人口ビジョンの対象期間

第２章 人口ビジョンの現状分析

１ 総人口

２ 他自治体との関係

３ 少子高齢化

４ 雇用・就労

第３章 将来人口の推計

１ 将来人口推計

２ 人口の変化が地域の将来に与える影響の分析

第４章 人口の将来展望

１ 市民意識

２ 目指すべき将来の方向

３ 人口の将来展望

現行の人口ビジョン骨子 次期人口ビジョン骨子（案）

内容がわかりやすいように
分類を整理

２．人口ビジョン骨子（案）

 次期人口ビジョンについては、現行の人口ビジョンをベースとしていますが、第2章については、内容がわかりやすいように分類を以下のとおり整理しました。
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２．人口ビジョン骨子（案）

章 節 項目

第1章
序論

１ 人口ビジョンの位置づけ  人口ビジョンの位置づけを記載

 国全体の人口の推移を掲載

２ 人口ビジョンの対象期間  対象期間を記載

第2章
人口ビジョン

の現状分析

１ 総人口  総人口の推移、総人口の推移（人口ピラミッド）、年齢３区分人口推移、年齢3区分人
口構成比の推移、人口動態の推移、自然動態の推移、社会動態の推移、外国人社会

動態の推移、年齢階層別純移動数の推移（総数、男女別）

２ 他自治体との関係  転入転出状況（県内近隣市町村別）、転入転出状況（近隣都道府県別）、群馬県

内外の転入転出状況、県外の転入転出状況、通勤者、通学者の状況（近隣市町、埼

玉、東京、栃木別）、昼夜間人口の推移、通勤・通学による流入・流出の推移

３ 少子高齢化  合計特殊出生率の推移（国・県・市）、子ども女性比の推移、年齢階層別出産適齢女

性（15～49 歳）人口の推移、男女別未婚率の推移、年齢区分ごとの未婚率の推移
（男女別）、要介護認定者数・認定率の推移

４ 雇用・就労  産業別就業者数の推移（労働者数）、産業別就業者数の推移（構成比）、男女別

産業大分類別産業人口、年齢階級別産業大分類別産業人口

第3章
将来人口の

推計

１ 将来人口推計  市全体の人口推計

 地区別の人口推計

２ 人口の変化が地域の将来

に与える影響の分析

 住民生活、地域経済、行政運営の３つの視点で影響を記載

第4章
人口の将来

展望

１ 市民意識  市民アンケートの「住みやすさと定住意向」、「現在と将来の市について」の項目から設問を

抜粋し集計結果を掲載

 高校生大学生アンケートから必要な設問を抜粋し推計（伊勢崎市民分のみ）

２ 目指すべき将来の方向  現状分析や推計結果を踏まえ方向性を記載

３ 人口の将来展望  将来展望を記載

高齢化や少子化に

関連する分析項目を
追加

地区別の人口動向

を把握するため地区
別の推計を追加

※赤字は現行の人口ビジョンから追加した項目

市の個別分析の

前段として国全体の
動向を追加

 各節における項目について、第1章に国全体の人口の推移を追加し、第2章に少子・高齢化に関連する項目を追加しています。
 また、第3章において、地区別の人口動向を把握するための項目を追加しています。

各節での項目を

整理し、分類の
仕方を変更


